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本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し

目

次

平成™˜年�月Ÿ日 水曜日 (号外第˜››号)官 報 (™分冊の˜)
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５

独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合

開
発
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）が
行
う
業
務

の
範
囲
の
う
ち
、「
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
関
す
る

も
の
以
外
の
も
の
を
削
除
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一

一
条
関
係
）

６

経
済
産
業
大
臣
は
、
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発

及
び
導
入
の
促
進
の
た
め
の
施
策
の
実
施
に
当
た

り
、
環
境
の
保
全
に
関
す
る
場
合
に
は
、
環
境
大
臣

と
緊
密
に
連
絡
し
、
協
力
し
て
行
う
こ
と
と
し
た
。

（
第
一
二
条
関
係
）

二

中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
一
部
改
正
関
係

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
保
険
の
対
象
の
う
ち
、「
石
油
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
施
設
の
設
置
の
費
用
」を「
非

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
施
設
の
設
置
の
費
用
」

に
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
の
六
〜
第
三
条
の

八
関
係
）

三

独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開

発
機
構
法
の
一
部
改
正
関
係

１

「
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
定
義
を
、
非
化
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律

第
二
条
の
「
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
二
条
関
係
）

２

機
構
の
目
的
で
あ
る
研
究
開
発
等
の
対
象
と
な
る

技
術
の
う
ち
、「
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
関
す
る

技
術
を
「
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
関
す
る
技
術
に

変
更
し
、「
天
然
ガ
ス
及
び
石
炭
」
に
関
す
る
技
術
を

追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
関
係
）

３

機
構
が
行
う
業
務
の
範
囲
に
つ
い
て
、「
石
油
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
関
す
る
も
の
を
「
非
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
に
関
す
る
も
の
に
変
更
し
、
可
燃
性
天
然
ガ

ス
及
び
石
炭
に
関
す
る
業
務
を
追
加
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
五
条
関
係
）

４

機
構
は
、
当
分
の
間
、
改
正
前
の
石
油
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

一
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
業
務
等
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
一
八
条
関
係
）

四

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超

え
な
い
範
囲
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〔
法

律
〕

〇
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入

の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
七
〇
）

L

〇
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法（
七
一
）

N

〇
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
に
よ
る
非
化
石

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
及
び
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
七
二
）

Q

〔
政

令
〕

〇
通
貨
の
単
位
及
び
貨
幣
の
発
行
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
一
八
〇
）

J
J

〔
府

令
〕

〇
四
半
期
財
務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び

作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改

正
す
る
内
閣
府
令
（
内
閣
府
四
一
）

J
K

〔
府
令
・
省
令
〕

〇
経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内
閣
府
関
係
株

式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

（
内
閣
府
・
財
務
・
経
済
産
業
六
）

J
Q

◇
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入
の
促
進
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
七
〇

号
）（
経
済
産
業
省
）

一

石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入
の
促
進
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
関
係

１

題
名
を
「
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導

入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
か
ら
「
非
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に

変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

こ
の
法
律
は
、
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る

こ
と
が
、
内
外
の
経
済
的
社
会
的
環
境
に
応
じ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
的
か
つ
適
切
な
供
給
の
確
保
及
び

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
係
る
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減

を
図
る
上
で
重
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が

み
、
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入
を
総
合

的
に
進
め
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と

し
、
も
っ
て
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
と
国
民
生
活

の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
条
関
係
）

３

こ
の
法
律
に
お
け
る
「
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を

定
義
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

４

開
発
及
び
導
入
の
促
進
の
対
象
を
「
石
油
代
替
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
か
ら
「
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
変
更

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
〜
第
一
〇
条
関
係
）

◇
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
（
法
律
第
七
一
号
）

（
内
閣
府
本
府
）

１

総
則

^

目
的

こ
の
法
律
は
、
子
ど
も
・
若
者
が
次
代
の
社
会
を

担
い
、
そ
の
健
や
か
な
成
長
が
我
が
国
社
会
の
発
展

の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
日

本
国
憲
法
及
び
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
理
念

に
の
っ
と
り
、
子
ど
も
・
若
者
を
め
ぐ
る
環
境
が
悪

化
し
、
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
上
で
の
困
難
を
有

す
る
子
ど
も
・
若
者
の
問
題
が
深
刻
な
状
況
に
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、子
ど
も
・
若
者
の
健
や
か
な
育
成
、

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

J
R

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
関
係

Q
I

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

Q
L

˜
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